テント上良性髄膜腫の周囲脳浮腫におけるvascular endothelial growth factor (VEGF)　とmatrix metalloproteinase-9 (MMP-9)の役割 by Iwato, Eiji
氏 名
投 与 し た 学 位
専攻 分 野の名称
学 位 投 与 番 号
学位授与の 日付
学位 授 与の事件
学 位 論 文 鳥 目
?
?
???
??
??
?
第 43861号
平壌24年 12月31日
浄土の学位論文振出者
(学位規則第4条第2項該当)-
RoleofVEGFandmtrixmetalloproteinasel9in
peritumoralbrainedemaassociatedyith
supratentorial15enign皿eningiomS
(テント上良性d朕且の用開胸浮鹿に串けるyascular
endothelialgroythfactor(VEGF) とmatrix
netalloproteina8e-9(榊p-9)の後割)
論 文 春 査 季 長 教捜 阿部 庸二 教授 青野 正 推教理 大橋 食草
学 位 論 文 内 容 の 葉 月
良性髄膜腫においてMMP･9が周囲脳浮腫に関与することが最近報告されているが､
MMP･,9と他の浮腫因子との解析は十分に行われていない｡今画我々は､60例のテント上
良性髄膜睦で･年齢､性別･腰痛サイズ､pial.bloodsupplyの有無､組織亜型とい-,た臨
朱的特徴と､.VEGFとMMP19の発現を周囲脳浮腫との関係で検討した｡VEGFとMMP･9
の発現は免疫染色にて解析した｡PialbloodsupplyとVEGFの発現は､浮腫の有無と浮腫
の程度の指療となるedemaindexと有意な相関を示した｡MMP･9の発現はedemainde女
との間に相関慣向を認め､piaユblood8uPPlyの存在とVEGFの発現に有意に相関した｡さ
らにVEGFとMMP･9が共に高発現の腫溝ではedemaindexも有意に高か-'た｡MMP･9
の発現がVEGFの発現やpialbloodsupplyの存在に介在し､周囲脳浮腫を促進させる可能
性が示唆された｡
静 文 事 査 結 果 の 要 旨
本研究札 良性髄膜腫において周別田浮腫に関与するNhP19と埠の浮腫因
子との解析を行うことを目的として計画された｡方法は60例のテント上良性髄
膜腫の稀出標本を対象として､年齢､性別1.腫瑳サイズ､pialbloodsupply
の有無､組織重型といった臨床的特徴と､VEGFと肘P19の発現を免疫組織化学的
に施癌摘出前脳帆Ⅰ上の周囲脳浮腫との関係で検討したものである｡そq)結果､
p,主albloodsupplyとVEGFの発現柱､浮腫の有無と程度の指横となるedemaindex
と有意な相関を示した｡また肌P14の発現はedemaindexとの間に相関傾向を蕗
め､pialblood如p.plyの存在とVEGFの発現に有意に相関した.さらにVEGFと
MWT9が共に高発現の脱藩ではedernaindexも有意に高かった｡すなわち本研究
によりkAIト9の発現がVEGFの発現やpi81bloodsupplyの存在に関与し､周圧朋肖
` 浮腫を促進させる可能性が示唆されたものである..
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると静める｡
